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糖鎖は核酸、タンパク質に続く第 3 の生命鎖と呼ばれ、感染症や細胞接着、免疫応答やが

んなど多くの生命現象に関与する。一方で、多様かつ不均一な構造の糖鎖の機能解析・制御

は進んでおらず、医薬等への応用も限られている。我々は、糖鎖の精密合成の技術を基盤と

して、細胞表層の糖鎖情報（グリココード）を読み解き、さらには、それを利用する研究を

進めている。本年度は以下のような成果を上げた。 
【合成糖鎖を用いたケミカルバイオロジー】 
細胞表層にはグリコカリックス（糖衣）と呼ばれる糖の層があり、膜上でのイベントを緻密

に制御している。その分子レベルでの機能解明・制御のために、合成した糖鎖を細胞表層に

導入する手法を開発している。本年度は、代謝標識を用いて免疫誘導活性を持つ糖鎖をがん

細胞表層に導入し、がん細胞を殺傷することに成功した（図）1。加えて、抗体を糖鎖で修

飾し、糖鎖認識分子との相互作用を利用して抗体の動態・活性を制御することにも成功した

2。これらの技術は将来の糖鎖医薬開発を目指す基盤技術になると期待している。 

 
【効率的がんワクチンの開発】 
ペプチドを抗原として用いたワクチンは、安価に均

一なマテリアルを供給できることから、有望である。

一方、低分子のペプチドの低い抗原性が問題である。

我々は、免疫系がウイルスなどの外敵に対する防御

システムであることに着目し、ウイルスレプリカを

ボトムアップで組み上げることで、効果的に免疫系

を制御することに成功した（図）3。 
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Yoshiyuki Manabe, Ayane Miura, Asuka Shirakawa, Hiroki Shomura, Soichiro Okamura, 

Shuto Miyake, Kazuya Kabayama, Kenichi Suzuki, Koichi Fukase 
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2023.5.10-12 

Nagasaki（JAPAN） 
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Ⅲ 国内会議等における発表 

合成化学で挑む糖鎖機能の解明と制御（招待講演） 

真鍋良幸 

第 96 回日本生化学会大会，シンポジウム「ケミカルバイオロジーが挑む生体分子の化学修

飾」， 
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6-sulfo sialyl Lewis X の収束的合成（ポスター） 

吉本拓矢, 矢野君晟, 真鍋良幸, 深瀬浩一 
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矢野君晟，真鍋良幸，深瀬浩一            
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2023.10.17 
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への展開（ポスター） 

吉本拓矢，矢野君晟，真鍋良幸，深瀬浩一 
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2023.9.07 

鳥取市 
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南裕介, 真鍋良幸, 小野莉紗子, 平尾宏太郎, 梅川雄一, 村田道雄, 深瀬浩一 
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2023.9.07 

鳥取市 

 

ゴルジ体選択的薬物送達の検討と糖鎖構造制御への応用（ポスター） 

晦日光希，真鍋良幸，高倉陽平，樺山一哉，深瀬浩一 

第 42 回日本糖質学会年会 

2023.9.07 
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飯塚結貴，真鍋良幸，松本拓也，樺山一哉，深瀬浩一  

第 42 回日本糖質学会年会 

2023.9.07 

鳥取市 

 

溶解性向上を指向した保護戦略をカギとした シアリル N-グリカンの合成研究（口頭） 

矢野君晟，真鍋良幸，深瀬浩一  

第 42 回日本糖質学会年会 

2023.9.07 

鳥取市 

 

精密合成で拓く糖鎖機能の解明と制御 

真鍋良幸     

ヘテロ原子部会第 1回懇話会（2023 年）（招待講演） 

2023.9.05 

大阪市 

 

コアフコースの機能制御を目指した二基質ミミック型 FUT8 阻害剤の開発（ポスター） 

晦日光希，真鍋良幸，柳原茉由，高倉陽平，笠原里実，深瀬浩一 

日本ケミカルバイオロジー学会 第 17 回年会 

2023.5.29 

豊中市 

 



セルフアジュバンティング戦略を用いたがんペプチドワクチンの創製（口頭） 

伊藤啓太,真鍋良幸，大島志乃，亀谷美恵，古川寛人,  稲葉央, 松浦和則, 真栄城正寿，渡

慶次学，樺山一哉，深瀬浩一 

日本ケミカルバイオロジー学会 第 17 回年会 

2023.5.29 

豊中市 

 

タンパク質の動態制御に関与する糖鎖-ガレクチン相互作用の分子化学的解析（口頭） 

三浦彩音，樺山一哉，真鍋良幸，三宅秀斗，白川明日香，初村洋紀，山地俊之，鈴木健一，

深瀬浩一   
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大阪市 
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日本薬学会第 143 年会，シンポジウム「異分野融合で切り込む！膜タンパク質の世界」 
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札幌（北海道） 

 

複合糖質中分子を用いたがん免疫療法の開発（招待講演） 

真鍋良幸 

日本薬学会第 143 年会，シンポジウム「中分子創薬研究のフロンティア-多種多彩な中分し

創薬へのアプローチ-」 

2023 年 3 月 26 日 

札幌（北海道） 
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